
【ホームで拡張現実ショッピング】   Snap 

 

① 要約: 

AR 技術を使用した仮想的な物体の表示に関する発明について説明されています。スマート

フォンを使用して、新しい家具などの買い物の際に、自分の部屋に仮想の商品を表示するこ

とができます。通常は手動で配置する必要がありますが、この発明は自動的にオブジェクト

を認識し、AR 表示を行うことができます。発明にはテレビやスピーカーの認識や商品の AR

表示、不足しているものやおすすめのコンテンツの表示など、様々な機能が含まれています。 

 

② 目的: 

この発明の目的は、AR 技術を活用してショッピング体験やリビングルームの利便性を向上

させることです。ユーザーはスマートフォンを使って家具や家電製品などの仮想的な表示

を行い、商品の配置や AR 要素の活用を確認することができます。また、発明には AI によ

るオブジェクト認識やおすすめのコンテンツ表示など、より便利な機能も含まれています。 

 

③新規性: 

この発明の新規性は、AR 技術を使用して自動的にオブジェクトを認識し、AR 表示を行う

ことにあります。従来の AR アプリでは、手動でオブジェクトを配置する必要がありました

が、この発明では自動的に認識と表示を行うことができます。また、AI による商品の推奨

や不足しているものの提示など、他の AR アプリにはない機能も提供されています。 

 

④独自性: 

この発明は、Snap 社が提供する AR アプリである Snapchat に関連しています。Snapchat

は一般的な AR アプリとは異なる視点で AR 技術を活用し、ユーザーのショッピング体験や

リビングルームの利便性を向上させることを目指しています。発明には Snapchat を特徴付

ける独自の機能が含まれており、Snap 社の独自性を示しています。 

 

⑤経済価値: 

この発明は、AR 技術を活用したショッピング体験やリビングルームの利便性向上に関連し

た経済価値があります。AR 技術は実店舗でのショッピング体験を変革し、オンラインショ

ッピングの利便性を高めることができるため、ショッピング業界において有望な技術です。

また、リビングルームの AR 表示により、家具や家電の購入意欲を高めることができ、関連

する企業にとって収益の機会を創出する可能性があります。以上の発明は、Snap 社が AR

市場での競争力を維持し、経済的な成果を得るための重要な資産となるでしょう。 

  


